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教育掛図《小学用博物図》の研究
――天野皎と明治初期大阪の教育・出版文化――
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Abstract A wall chart is a large educational illustration displayed on a classroom blackboard or 
wall. Although most wall charts were imported to Japan from the United States, Germany, and 
other countries during the Meiji period, some were translated and produced in Japan itself. This 
article focuses on the Shogaku-yo Hakubutsu-zu (Natural History Illustrations for Elementary 
School) wall charts published in 1876 — housed at the National Museum of Nature and Science —
and examines their origin, translator, copperplate engraver, and publisher.  
The results reveal that Shogaku-yo Hakubutsu-zu were translated by Akira Amano at the Osaka 
Normal School, who took only the flora and fauna volumes from the American “School and Fam-
ily Charts.” The Japanese charts were produced in accordance with the policy of the Osaka Normal 
School, which promoted the teaching of lessons on objects. The copperplates were finely engraved 
by the painter Kinseki Mori and produced mainly by Ryushodo, a prominent publisher in Osaka. 
Such a rich publishing culture formed the background to the establishment of Shogaku-yo 
Hakubutsu-zu. We conclude that these wall charts, which have never been examined in previous 
historical studies, are a valuable resource for not only the history of education but also the natural 
history of the early Meiji period.
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Mori, Ryushodo

©2020 National Museum of Nature and Science



牧野由理・有賀暢迪2

1.　序

教育掛図とは，幼小学校から大学までの教室の
黒板や壁に掲げた教授用の大判絵図や表などを指
す．西洋では18～19世紀を頂点にして，多くの宗
教教材，歴史教材，言語教材，さらには地図や動
植物図などの博物図の教材として一斉教授で使用
された．日本では江戸期に隆盛した本草学以来の
博物図譜の伝統の上に，明治期にあらためて西洋
の教育掛図（以下，掛図とする）が米・独などか
ら導入され，それを翻案・模倣した掛図がつくら
れることになる．掛図は大型で保管しにくく，使
用に伴い破損し破棄されてしまったため残された
ものは少ない．また図書として扱われなかったた
め，学校備品として管理されずに忘れられ散逸し
たものも多い．
本稿でとりあげる《小学用博物図》は国立科学
博物館の書庫に長く所蔵され，これまでの掛図研
究では見られなかった新出資料である．明治初期
に製作された掛図は，歴史資料として希少価値が
あり，国立科学博物館の特別展（2018–2019年）に
おいて修復・展示された意義は大きい．
掛図に関する研究としては，佐藤秀夫・中村紀
久二によって明治初期掛図や文部省製作掛図がま
とめられ 1)，玉川大学教育博物館 2)や東書文庫等に
おいてコレクションされ展覧会図録に収録され
た．近年，京都大学 3)，金沢大学 4)などで掛図が「発
見」され研究がすすめられているが，これらの図
録や目録をみても《小学用博物図》と同じ掛図は
見あたらなかった．そこで本稿では，《小学用博物
図》に残された手がかりから，来歴や訳出者であ
る天野皎，さらには製作者や出版にかかわった書
肆などについて検討しその実像を描き出したい．
先取りして結論を述べておけば，本掛図は明治初
期の大阪師範学校での教育方針と同地における出
版文化を背景として成立したといえる．
なお，本稿は3節を有賀が分担し，それ以外の

節を牧野が分担し執筆する．煩雑になることを避
けるため，以下，旧字体は新字体に改め和暦のみ
の表記とした．

2.　初期教育掛図の成立過程

明治期の学校教育の教材として用いられた掛図
は，元来，欧米諸国で使用されてきた．欧米では
紙の伝来が遅く，講義や討論，問答・暗誦などの

学習方法が慣行となっていたため，教師の説明や
問答を展開する際に，掛図は効果的な教具となっ
ていた．
日本では6，7世紀頃より紙の使用があり，江戸
時代には木版印刷技術が円熟し，それとともに紙
も増産されていた．藩校や私塾，寺子屋において
は，専ら「往来物」をはじめとした教科書類や写
本類が使用された．寺子屋では各自に合わせた個
別教授が展開されたため，「往来物」等の挿絵を拡
大して掛図のように使用することはなかった．
明治4年に文部省が設置されると，同年9月，省
内に編輯寮をおき，西洋の学術書などの翻訳とと
もに，中小学校の教科書の編輯にあたらせた 5)．
教科書編輯にあたり，南校教頭のフルベッキ
（Guido Herman Fridolin Verbeck, 1830–1898）が 中
小学校で用いるべき教科書や絵図，地図を選び，
文部卿へ具申するのだが，その中には「絵図　諸
品ノ雛形　及地図」として「ウィルソン氏絵図　
実際ニ行ル者」つまりウィルソン・リーダーの著
者ウィルソン 6)（Marcius Willson, 1813–1905）と『庶
物示教』の著者カルキンス（Norman Allison Calkins, 
1822–1895）の共編なる《School and Family Charts》
（学校家庭絵図）が含まれていた．フルベッキが選
んだリストは編輯寮で訳出され，手許にないものは
直ちに米国に注文したという7)．その後，明治5年
9月に編輯寮は廃され，教科書の大部分は東京師
範学校で作られることとなる．
明治5年に「学制」が発布されるが，それに先
立ち文部省は師範学校を設置することとなる．そ
の伺 8)をみると「小学校用フヘキ書籍器械一切，当
時米利堅ニ注文ス」とあるように，当初よりすべ
てアメリカから取り寄せ模範としようとしてい
た．師範学校の教師としては，当時，南校の英学
教師であった御雇外国人で米国人のスコット 9)

（Marion McCarrell Scott, 1843–1922）を雇い入れる
こととした．スコットは学制の立案にも参加し，
師範学校の設立について一任され自由に企画する
立場にあったという 10)．師範学校第一期生であっ
た金子尚政によれば，スコットはカルキンの
「『ニュー・プライメリー・ヲブジェクト・レッ
スン』（物体教授ト訳ス）」をもって「授業ノ範則」
にしたという 11)．スコットは当時の米国の教育書
や教授書のObject Lessonsを大きくとりあげたが，
それは当時，「物体教授」「庶物示教」「実物課」と
訳され，教育掛図（Teaching Charts）をともなう教
授法であった 12)．
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明治5年11月，師範学校に教科書の「編輯局」が
おかれ，小学校の教科書や掛図を編集した．米国
で初等教育用に刊行されていた chartに模して，
五十音図・五十音草体図・濁音図（半濁を含む）・
数字図・羅馬数字図・加算九九図・乗算九九図・
形及体図・線及度図・単語図（第一～第八図）・連
語図（第一～第八図）・色図（二種）など28枚を作
成し，これが日本で最初の教授用掛図となった 13)．
明治7年8月に，教科書および掛図の多くが改
版され，編集・刊行者名が「東京師範学校」から
「文部省」に改められた．内容にも改正が加えら
れ，『東京師範学校沿革一覧』によれば次のとおり
となった 14)．

一　五十音図　一葉
一　濁音図　一葉
一　単語図　八葉
一　連語図　十葉
一　形体線度図　一葉　附形体二函
一　羅馬数字図　一葉
一　和洋数字図　二葉
一　加算乗算九々図　二葉
一　除算減算掛図　二葉
一　色図　二葉

以上のように小学校の掛図として30葉となり，
表題や出版事項を記した書誌部分には「明治七年
八月改正」および「文部省」と記された．文部省
は各府県での翻刻刊行をすすめたため，掛図は全
国の小学校において広く使用されることとなる
が，小学校のほとんどが明治7年以降に開設され
たために「明治七年八月改正文部省掛図」が普及
することとなる．
さらに文部省により明治6年から博物に関する

掛図も発行された．同年6月には，小野職愨選，久
保弘道校による《第一博物図》から《第四博物図》
が発行され，植物を扱っている．明治7年から10
年にかけて田中芳男選，久保弘道校による《動物
第一　獣類一覧》，《動物第二　鳥類一覧》，《動物
第三　爬虫魚類一覧》《動物第四　多節類一覧》
《動物第五　柔軟類多肢類》が刊行され，いずれも
動植物が銅版で墨摺りされ木版多色摺りである．
明治初期の掛図にかんする従来の研究におい
て，博物を扱ったものとして知られていたのは
もっぱらこの文部省の掛図であった．しかし国立
科学博物館にはこれと別の博物掛図が収蔵されて

いる．それが本稿の主題をなす《小学用博物図》
である．

3.　国立科学博物館所蔵の教育掛図

《小学用博物図》は，のちに詳しく述べるよう
に，米国製の《School and Family Charts》のうち動
植物にかんする部分を日本語化した掛図である．
この2種類の掛図はどちらも国立科学博物館（以
下，科博とする）の図書室に所蔵されているが，
長らく忘れられた存在であった．本節では資料が
「発見」された経緯を最初に述べ，次いで両掛図の
概要を記した上で，来歴について考察する．

3.1 資料の「発見」から展示まで
筆者の一人（有賀）は2017年の春頃，当時の図
書室職員から，書庫の一隅に古い掛図があること
を教えられた．それが《小学用博物図》であった．
掛図の歴史に関する基本文献には本資料に関する
記述が見当たらず，新出資料の可能性が考えられ
た．また同年秋には海外製の掛図も図書室にある
ことが分かり，《School and Family Charts》である
ことが確認された．
「発見」の時点ではどちらの資料もひどく傷んで
いたため，それぞれ別の専門業者に委託して修復
を実施した．そのさい，《小学用博物図》は「発見」
時の形態である掛軸の形式・外観から大きく変え
ないようにしたが，《School and Family Charts》に
ついては厚紙の台紙部分が再利用できないほど傷
んでいたため，展示利用や保管のしやすさを考え
て，本紙（絵図）のみで保存することとした*1．な
お《School and Family Charts》は国立公文書館にも
所蔵があり，同館のデジタルアーカイブで画像が
公開されている 15)．そこで確認できる外見は，科
博所蔵資料の修復前の状態と基本的に同じである．
修復を終えた両掛図は，科博の特別展「明治150
年記念 日本を変えた千の技術博」（2018年10月
30日～2019年3月3日）で展示された．本展の主
題は明治維新から現在までの日本の技術の歴史で
あり，最初のセクションで，西洋近代の科学・技
術が明治期の日本にどのように入ってきたかを広

*1 《小学用博物図》については（株）小野瀬修雅堂
に，《School and Family Charts》については（株）
資料保存器材に作業が委託された．前者の仕様
は理工学研究部の沓名貴彦研究主幹が，後者の
仕様は有賀が中心となって検討した．
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く取り上げた．この中の学校教育に触れたコー
ナーで，明治初期の科学教育に関係する数点の資
料とともに両掛図を紹介した．ただし同展の図録
では編集上の都合により，両掛図は巻末の展示資
料一覧にのみ記載されている 16)．
展示の様子を図1に示す．奥に見える壁面展示
ケース内の右側に《School and Family Charts》が，
左側に《小学用博物図》が2枚ずつ展示されてい

る．同時に展示されている図は，たとえば図2に
示したように同じ内容の英語版と日本語版の関係
になっており，来館者は導線に沿ってまず英語版
を，次いで日本語版を鑑賞する．これにより，最
初期の学校教材がまずは輸入品の翻訳から始まっ
たことを表現した．なお，会期が4カ月間の長期
に及んだことから定期的に展示替えを実施し，
《小学用博物図》全8点と，対応する《School and 

図1　特別展「日本を変えた千の技術博」での掛図の展示
撮影：吉村友紀（国立科学博物館理工学研究部技術補佐員）

図2　英語版と日本語版の比較（両生類を説明した箇所）
右：《School and Family Charts》No. 18（正本）より
左：《小学用博物図》「第四動物学」より
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Family Charts》8点を会期中に紹介した．

3.2 《School and Family Charts》の概要
国立科学博物館が所蔵する《School and Family 

Charts》の基本的な所見を以下に記す．本資料は全
22種からなるシリーズであり，No. 1からNo. 22ま
での番号が付いている．このうちNo. 15からNo. 

22までの8種が博物（動物および植物）に関係する
内容であり，この8種については各2組存在する．
したがって点数としては，全部で30点となる．
表1に，30点の資料の個別タイトルと印記およ
びラベル番号の情報を記した．本資料は，修復前
の状態では台紙の両面に1枚ずつ貼られていたた
め，同じ台紙に貼られていたものを「対」として

表1　国立科学博物館所蔵の《School and Family Charts》

対 No. 表題 印記 ラベル番号

A
1 Elementary: Familiar Objects Represented by Words and Pictures. 　 　

2 Reading: First Lessons. 内務省図書　明治九年購求 893

B
3 Reading: Second Lessons. 内務省図書　明治九年購求 　

4 Reading: Third Lessons. 　 894

C
5 Reading: Fourth Lessons. 内務省図書　明治九年購求 　

6 Reading: Fifth Lessons. 　 895

D
7 Elementary Sounds. 　 　

8 Phonic Spelling. 内務省図書　明治九年購求 896

E
9 Writing. 　 　

10 Drawing: Elementary, Geometrical, and Perspective. 内務省図書　明治九年購求 　

F
11 Lines and Measures. 内務省図書　明治九年購求 898

12 Forms and Solids. 　 判読不能

G
13 Familiar Colors. 　 　

14 The Chromatic Scale of Colors. 内務省図書　明治九年購求 判読不能

H
15 Zoological: Economical Uses of Animals. 内務省図書　明治九年購求 　

16 Zoological: The Classification of Animals. 　 判読不能

I
15 Zoological: Economical Uses of Animals. 　 　

16 Zoological: The Classification of Animals. 　 判読不能

J
17 Zoological: Class II. Aves, or Birds. 　 　

18 Zoological: Class III. Reptiles. Class IV. Fishes. 内務省図書　明治九年購求 901

K
17 Zoological: Class II. Aves, or Birds. 　 　

18 Zoological: Class III. Reptiles. Class IV. Fishes. 　 901 2

L
19 Botanical: Forms of Leaves, Stems, Roots, and Flowers. 内務省図書　明治九年購求 　

20 Botany: The Classification of Plants. 　 902

M
19 Botanical: Forms of Leaves, Stems, Roots, and Flowers. 　 　

20 Botany: The Classification of Plants. 　 902

N
21 Botany: Economical Uses of Plants. 　 　

22 Botanical: Economical Uses of Plants-Continued. 内務省図書　明治九年購求 判読不能

O
21 Botany: Economical Uses of Plants. 　 　

22 Botanical: Economical Uses of Plants-Continued. 　 903
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示してある．ラベルも同じく修復前に貼られてい
たものであるが，一部の資料では書かれていたは
ずの数字が消えていて判読できなかった．
この表から，重複していない14種（No. 1～14）
では対となる2枚のうち一方に同じ印記（「内務省
図書」「明治九年購求」）があり，重複している8種
（No. 15～22）についてはどちらかの対の片方の面
にのみ同一の印記があることが見て取れる．そこ
で，この印記があるほうを正本，ないほうを副本
として区別することができる（表中では，副本を
網掛けで示した）．たとえば図3において，No. 21
とNo. 22は対となっていたものであるが，Nでは
No. 22の右上あたりに印記が見られるのに対し，
Oではどちらの面にも印記がない．それゆえNを
正本，Oを副本とした．正本と副本の保存状態の
優劣は資料により異なり，一方が他方よりも系統
的に優れているというわけではない．
本紙はいずれも概ね 780 mm×600 mm（内枠 

735 mm×548 mm）の大きさで，洋紙に銅版色摺で
制作されている．描かれている内容について簡単
に述べると，No. 1でまず身近な事物を学び，No. 
2からNo. 9までで読み書きの初歩を学ぶ．次い
で，No. 10からNo. 12までで図形について，No. 
13とNo. 14で色について学ぶ．最後にNo. 15から
No. 18で動物を，No. 19からNo. 22で植物を説明
しているが，ここには動植物の分類および形態
と，人間にとって有用な動植物の説明という二つ
の内容が含まれる．前述の国立公文書館所蔵資料
も同様にNo. 1からNo. 22までの構成であり，科
博所蔵資料には本掛図の全種が揃っていると考え
られる．

3.3 《小学用博物図》の概要
国立科学博物館が所蔵する《小学用博物図》の
基本的な所見については以下の通りである．本資
料は全8点からなるシリーズであり，「第一」から
「第八」までの番号が付いている（各資料を便宜上
「巻」と呼ぶ）．本資料は新出資料と見られるため，
全点の画像を図4として掲げておく．
各巻は掛軸に仕立てられており，本紙の大きさ
は概ね 835 mm×547 mm（内枠 826 mm×539 mm）
である．どの巻でも，本紙は1枚の紙でなく，5～
6枚の紙を継いで作られている．最上部には，表
題や出版事項を記した書誌部分があり，この部分
は木版で墨摺されている．その下の，本編に当た
る部分は銅版で墨摺したのち木版で色摺をしたと

推測できる．また特記事項として，第4巻にのみ，
左下の枠外に「大坂　響泉堂刻」と記されている
（前掲図2左を参照）．
各巻に共通する書誌部分では，中央に大きく

「小学用博物図」と記され，その下に巻ごとの表題
がある．表題の右側には「大阪師範学校　天野皎
訳」，左側には「明治九年　六月出版」と書かれて
いる．この書誌部分にはさらに，同一の印記（「大
日本帝国図書印」「明治十三年購求」）が共通して
見られる．加えて第1巻には蔵書票が貼られ，「内
務省図書 //第六千三百六番 //第一號 //八冊」と記さ
れるが，第2巻以降ではこれに代えて「六三〇六
番」の印記がある．ここから，全8巻が当初から
一組の資料であったことが知られる．また，第4巻
と第5巻には「不許翻刻」の証紙が貼られている．
掛軸の裏面には題箋がある（一例を図 5に示
す）．ここには「小学用博物図」と各巻の表題に加
えて，「大阪龍章堂蔵版」の記載がある．この「大
阪龍章堂」と前出の「大坂　響泉堂」「大阪師範学
校」さらに「天野皎」については，次節以降で詳
しく論じられる．
各巻の表題と，描かれている主な事項を表2にま
とめた．第1巻から第8巻までの内容は，《School 
and Family Charts》のNo. 15からNo. 22までと完全
に対応する．また，図4に掲げた《小学用博物図》
の第7巻および第8巻の画像と，前掲図3に示した
《School and Family Charts》のNo. 21およびNo. 22
の画像を見比べれば直ちに明らかなように，両者
に描かれている絵とそれらの配置も完全に一致す
る．したがって，《小学用博物図》は，《School and 
Family Charts》のうち博物（動物および植物）に
関係する部分のみを日本語化したものと考えるこ
とができる．

3.4 両掛図の来歴についての考察
科博所蔵の《小学用博物図》には「大日本帝国
図書印」「明治十三年購求」の印記がある（図6）．
「大日本帝国図書印」は内務省図書局の蔵書印で
あり，明治9年8月から明治15年6月まで用いら
れた．とりわけ本資料に見られるものは乙種とさ
れ，明治9年10月に改刻されている 17)．したがっ
て，本資料はもともと内務省（図書局）が明治13
年に買い入れたものと考えてよい．このことは，
第1巻に貼られた「内務省図書」の蔵書票とも矛
盾しない．
同じく科博所蔵の《School and Family Charts》の
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うち，正本には「内務省図書」「明治九年購求」の
印記がある（図7）．「内務省図書」の印記は年代
や使用部局が明らかでないとされているが 18)，上
述の内務省図書局は明治9年4月に図書寮を改め
たものとされている．したがって，本資料は内務

省（図書寮または図書局）が明治9年の7月以前に
買い入れたものと推察できる．これに対して副本
には印記等がなく，いつどこで最初に入手された
のか不明である．
同様に，国立公文書館所蔵の《School and Family 

図3　《School and Family Charts》（一部）
左上：No. 21　正本（N）　　右上：No. 22　正本（N）
左下：No. 21　副本（O）　　右下：No. 22　副本（O）
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Charts》にも印記が見られる．いずれも消えかかっ
ているが，特にNo. 9の資料から，「大日本帝国図
書印」「明治十一年購求」と推察できる．科博所蔵
の正本と国立公文書館所蔵資料はともに内務省が
買い入れているが，科博所蔵資料のほうが2年ほ

ど早いことになる．
科博所蔵の《小学用博物図》と《School and Fam-

ily Charts》（正本）ならびに国立公文書館所蔵のも
のを比較すると，《小学用博物図》に見られる「内
務省図書」の蔵書票が後二者にはない．また，国

図4　《小学用博物図》
左上：「第一動物学」　　右上：「第二動物学」
左下：「第三動物学」　　右下：「第四動物学」
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立公文書館所蔵資料には「英一六八八二號」など
のラベルがあるが，これは科博所蔵の両掛図に見
られない．さらに科博所蔵の両掛図のあいだで
も，《School and Family Charts》（正本）に貼られて
いたラベルが《小学用博物図》には貼られていな

いという相違がある．以上のことは，三組の掛図
が同じ機関（内務省）によって近い年代（明治9
年から13年まで）に購入されているにもかかわら
ず，早い段階から異なる管理をされてきたことを
示唆すると思われる．

図4　《小学用博物図》（続き）
左上：「第五植物学」　　右上：「第六植物学」
左下：「第七植物学」　　右下：「第八植物学」
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図5　《小学用博物図》「第一動物学」の題箋

図6　《小学用博物図》「第四動物学」の印記

図7　《School and Family Charts》No. 15（正本）
の印記

表2　《小学用博物図》各巻の内容

表題 主な事項（資料原文） 現代的説明

第一動物学 第一節　動物之［以下判読不能］ 
第二節　四足獣ノ第一部類及ビ区分中ノ解

家畜 
四つ足の獣

第二動物学
動物之等類 
第一級胎生動物即チ児仔ヲ乳哺スル処ノ動物 
胎生動物ノ類等　人ヲ除ク

動物の分類 
ヒト（人種） 
ヒト以外の哺乳類

第三動物学 第二級鳥之等類 鳥類

第四動物学 脊骨動物ノ第三級豸蟲及第四級魚 爬虫類・魚類

第五植物学 葉幹根及ビ花ノ形状 植物の形態

第六植物学 植物等類即チ綱　林娜氏ノ区分法 
植物自然分科法

リンネの分類 
植物の自然分類

第七植物学 植物ノ食用トナルベキ物ヲ示ス 食用植物

第八植物学 第七図ノ続キ その他の有用植物
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他方で，科博所蔵の《School and Family Charts》
の正本と副本には同じ番号ラベルがあり，前掲表
1のNo. 18やNo. 20に見られるように，同じNo.の
ものには同一の番号が振られている．このこと
は，どこかの時点で正本と副本が同じ管理下に置
かれ，そこで新たに番号を付されたことを示して
いるが，それがいつの時点であるかは今のところ
判明しない．
総じて《小学用博物図》と《School and Family 

Charts》（正本および副本）が科博に伝来した経緯
は未詳であるが，後学のために断片的な情報をい
くつか記しておく．
まず，科博は明治10年に開館した文部省の「教
育博物館」を前身としているが，明治14年に編ま
れた同館の和漢書目録に，文部省の博物掛図と並
んで「博物図　天野皎訳　八軸」の記載がある 19)．
これが《小学用博物図》を指すことは確実と思わ
れるが，現存資料と同一のものであるとは断定で
きない．科博は大正12年の関東大震災のさい，地
方の展覧会へ貸出中であった一部を除いてすべて
の所蔵資料を焼失したとされているからであ
る 20)．また，和漢書目録と同時に編まれたと思わ
れる洋書目録には，《School and Family Charts》が
記載されていない 21)．
したがって現存する両掛図は，関東大震災より
も後に科博に伝わったと考えるのが自然である．
その場合に考えられる有力な仮説は，「天産部資
料」に含まれていたというものであろう．「天産部
資料」とは，大正12年から翌年にかけて，東京帝
室博物館（東京国立博物館（東博）の前身）から
科博に譲渡された一群の資料を指す．同館はもと
もと自然史に関係する部門（「天産部」）を持って
いたが，美術工芸品への志向を強める中でこの部
門は縮小されつつあった．そこで震災復興を兼ね
て科博（当時の名称は東京博物館）に資料を譲渡
したのである．この「天産部資料」の中には自然
史標本だけでなく，2千点を超える動物画も含ま
れていた．この図は戦時中の混乱の中で存在を忘
れられてしまっていたが，のちに「発見」された
という経緯がある 22)．
《小学用博物図》は動物と植物を描いており，上
述した教育博物館の和漢書目録でも「博物類」に
入れられているため，「天産部資料」に含まれてい
た可能性は考えられる．また，「天産部」が設置さ
れた明治22年には科博から東博の側に資料が移
管されているため，もともと教育博物館が所蔵し

ていた《小学用博物図》がいったん東博に渡り，
再び科博に戻ってきたという仮説を立てることも
一応可能である．しかし，動物画の場合には現存
する天産部の台帳によって由来が確定されている
のに対し，《小学用博物図》に関係する台帳の記載
はこれまで確認されていない．加えて《School and 
Family Charts》の場合には，副本は動植物の巻だ
けで構成されているので博物資料として扱われて
いた可能性が高いが，正本では自然史に関係する
内容が全体の一部であるため，「天産部資料」に含
まれていたかどうかはより不確かに思われる．
以上のように来歴は明らかにならないが，科博所

蔵の《小学用博物図》と《School and Family Charts》
（正本）が明治9年と13年に内務省が買い入れた
資料であることは確かであり，教育史と博物学史
の双方にとって貴重な資料であることは間違いな
い．とりわけ，《School and Family Charts》は文部
省の一連の掛図の手本になったと言われてきた
が，部分的にせよ《School and Family Charts》その
ものを日本語に訳した《小学用博物図》の存在が確
認されたことの意義は大きいと言えるであろう．
それでは，この《小学用博物図》はどのような
経緯によって成立したのだろうか．次節以降では
この問題を論じることにしよう．

4.　天野皎の経歴

《小学用博物図》の右上には「大阪師範学校　天
野皎訳」と記されている．《小学用博物図》を訳し
た天野皎

あきら

は幕末に生まれ，教育者，官吏，実業家，
ジャーナリストとして明治期に活躍した人物であ
る．以下，天野の経歴は《小学用博物図》に深く
かかわるため詳述する．

4.1 幕臣から官立師範学校へ
「天野皎年譜」23)によれば，天野は嘉永4年10月

22日に江戸白山大通で生まれ幼名を祐太郎と
いった．天野の父は天野成次郎であり，『諸向地面
取調書』の簿冊第十一冊『御広敷番之頭并支配』24)

によれば御広敷番である．また多聞櫓文書によれ
ば祖父は天野忠左衛門で御広敷添番であった 25)．
御広敷添番とは，江戸城大奥の広敷添番詰所に勤
務し，広敷番之頭の指揮を受けて広敷を通過する
人や物を検査する役であり 26)，天野家は代々，幕
臣として徳川家に仕えていた．安政4年，天野は
7歳で昌平校に入り長谷部甚彌に学び，書はのち
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に太政官官吏となる石井譚香に学ぶ．この時期の
石井譚香は江戸と松前藩を交代勤務し，塾の指導
者として弟子の養成をしており 27)，天野もその
一人であった．
しかし万延元年，天野が10歳の時に父である成
次郎が没する．それにより文久2年8月，12歳で
父の跡式相続により「和宮様天璋院様御広敷添
番」となる．慶応2年12月の多聞櫓文書の「天野
祐太郎」の明細短冊によれば「御簾中様御用モ兼」
とある 28)．
慶応3年，大政奉還により幕臣の生活は一変す
る．旧幕臣の多くは新政府に仕えることはせず，
無禄でも徳川家に従い，たった70万石の駿河・遠
江の新領地に移ることを選んだ．天野も多くの旧
幕臣と同じく，明治元年7月に徳川家の駿州入国
に随従する．当時の駿府は人口8万足らずであっ
たにもかかわらず，一挙に8万人の幕臣たちが流
入したため収容できず，沼津，藤枝，掛川，見付
（磐田）などに分散されることとなり 29)，天野は藤
枝に移る．18歳の天野にとってその選択は厳しい
結果を招いたに違いない．
時期は定かではないが，天野は再び上京し，明
治5年5月に最初の官立師範学校として設立され
た師範学校に第一期生として入学する．第一期生
は54名であった．卒業生には天野のほか『内外教
育新報』の編輯長となる金子尚政や林多一郎，後
述する井出猪之助などがいた．
明治6年7月14日発行「文部省報告」によれば

次のように記されている．

今般於東京師範学校上等小学師範学科卒業免
状相渡候生徒左之通
（中略）
天野皎　静岡縣貫属士族
廿一年一ヶ月 30)

よって天野は21歳1カ月で「東京師範学校上等
小学師範学科」を卒業しており，「静岡縣貫属士
族」を名乗っていた．師範学校は学力によって上
等・下等という区分があったが，「上等」卒業生
10名のうちの一人として卒業している．そして
「天野祐太郎」から「天野皎」へと名を変えていた
のである．

4.2 師範学校教員として
明治6年7月東京師範学校を卒業すると，同年8

月には大阪師範学校本科教師，翌明治7年3月に
は二等訓導を命ぜられる．また同年11月に天野皎
編述『体操図解』31)を発行する．ただし「例言」に
は「明治六年第六月」とあることから，東京師範
学校在学中に記したものであろう．
明治8年4月，大阪師範学校訓導を辞し，奈良県
二等訓導となる．明治8年2月25日に五条県旧址
に五条書院が開設され，同年5月に五條師範学校
と改称されるのだが 32)，天野は同年9月には奈良
県一等訓導，五條師範学校長に補せられる．この
時期，紀伊粉河の猛山学校で教鞭を執っている．
猛山学校は陸奥宗光と山東直砥のすすめによって
児玉仲児により設立された私立学校で，教員には
当代一流の学者を招いていた．歴史・法律・作
文・算数の四科を授業とし，天野は3か月，正教
師をつとめた 33)．
明治9年1月，奈良県五條師範学校長を辞し，ふ
たたび大阪師範学校教師として雇われる．この時
期に専ら教育書類編集に従事することになり，本
稿で扱う《小学用博物図》の製作に天野がかか
わっていたと考える．翌明治10年1月に天野は大
阪師範学校を辞していることから本掛図は短期間
で製作されたことがわかる．
養子・徳三は天野皎と博物とのかかわりについ
て以下のように述懐している．

父は教育家の出でありながら，生来一種の野
心家であって，教育家としての有終の美を濟
すなく，いろいろなことに手を染めたやうで
あるが，結局は自分の専門と目すべき博物学
の範疇内を出でなかった 34)．

加えて明治10年前後には大阪東区両替町で私
塾を開いて博物学を講じていたことがあり，美術
に関する造詣も深く「理科から工藝に行き美術に
行ったので博物学の延長」とみなすべきと述べて
いる．
明治10年11月，天野は兵庫県神戸師範学校の2
代目校長に任ぜられるが在職期間は8カ月であっ
た．神戸師範学校は教職員の定着率が悪く，10年
足らずの間に13人の校長が入れ替わっていた 35)．
明治11年6月，兵庫県神戸師範学校長を辞し，以
降，教育職にあたることはなかった．その理由に
ついて，養子・徳三は五代友厚によって実業界に
出ようとしたためと推測している 36)．
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4.3 府立大阪博物場長，そして美術館建設へ
天野は明治13年に大阪商法会議所の書記となる．
大阪商法会議所は明治11年，五代友厚により大阪
経済の発展振興のために設立された組織である．
明治14年6月，天野は釜山商法会議所で釜山在留
の対馬士族に襲われ，これを撃退し同年7月29日
に帰阪した 37)．この事件によって号を「鐵腕」と
した．同時期，天野は明治11年には『商法会議所
要覧』38)の編輯，明治15年には『英国衛生條例』39)

を訳している．
明治14年11月，大阪府御用掛を命ぜられ，大阪
測候所長を兼ねることとなる．『大阪府官員録 明
治17年5月改』によれば，天野は「勧業課」の「御
用掛准判任」で明治17年当時の月俸は「四拾円」
であった 40)．
明治15年8月から明治17年3月まで，大阪商業

講習所（現・大阪市立大学）の所長と大阪府御用
掛を兼務する 41)．大阪商業講習所は明治13年に五
代友厚らにより設立された商工業の実業教育機関
である 42)．
明治18年4月，府立大阪博物場長および教育博
物館長を兼務する．大阪博物場（以下，博物場と
する）は明治8年，大阪市東区内本町橋詰町の府
庁跡に開設された施設である 43)．『大阪博物場概
則並条例』の第1条によれば「内外古今ノ物品ヲ
陳列」し「歴代ノ沿革ト現今経済ノ形状」を徴し，
広く一般の人々に縦覧させることで，「知識ヲ進
メ商業ヲ競ハシムル」ためとしている 44)．殖産興
業のための商品の陳列を主たる目的として設立さ
れた博物場には「異木珍草」があったとされ，天
野は博物場において実物教育を施していった．
明治19年7月に大阪府御用掛を免ぜられ，府立
大阪博物場長の専任となった天野は翌年から博物
場内に美術館建設を計画し，明治21年10月に大
阪博物場内美術館（以下，美術館とする）を開館
させる．当時の大阪府知事であった建野郷三の後
援によって博物場内に美術館をつくり，美術品の
蒐集につとめていた．丹尾安典は天野の最大の功
績について「まだ東京に美術館も無かった明治
二十年代のはじめ，大阪博物場内に美術館を作っ
たこと」45)と評している．美術館について息子・
徳三は「天野皎の理想の結晶」であり，「父・皎の
美術鑑識眼は当時では出色のもの」であったと述
懐している 46)．
また明治22年3月には天野，土井彦一郎，中西

正三郎の主唱により，大阪府西宮郡今宮村に大阪

商業倶楽部を開館させる 47)．大阪商業倶楽部は内
外商品陳列室，庭園，浴室，飲食店等があり 48)，
橋爪紳也によれば「当時考えられるすべての都市
型娯楽場の集大成」であったという．橋爪は天野
について「美術教育の振興と博物学の社会的啓蒙
に関する実績」に加え，「都市娯楽の近代化」に貢
献したことを評している 49)．
大阪商業倶楽部は明治34年に払い下げられ第
五回内国勧業博覧会の会場となる．その後，盛り
場として再開発され「新世界」となった．

4.4 記者としての晩年
明治23年に大阪博物場長の職を辞し，明治24
年1月に大阪朝日新聞社編輯部に入社，同年4月
には釜山に渡航している．
明治25年12月，閣

コロンブス

龍世界博覧会の臨時博覧会
事務局鑑査官が24名追加され天野もその一人と
して任命される 50)．明治26年5月から10月まで，
臨時博覧会事務局審査官として，閣龍世界博覧会
の出品陳列および鑑査報告事務取扱のため米国シ
カゴに出張することとなる 51)．閣龍世界博覧会に
ついて，天野は「市俄古博覧会通信」52)として詳細
に報告している．
明治27年10月，日清戦役第二軍の従軍記者と
なり，釜山特派員となる．「入清日記」53)として朝
日新聞紙上に記事を執筆することになるのだが，
「入清日記」には戦況とともに従軍画家の様子も
記されている．従軍画家として黒田清輝や浅井
忠，山本芳翠もいたことから，黒田清輝は《宿舍
内の山本芳翠と故天野皎》54)，浅井忠は《楼家屯記
者–行宿営ノ図》55)に天野の姿を描いている．天野
は翌28年3月に清国より帰朝する．
明治30年4月に大阪朝日新聞社を辞し，客員と
なる．また大阪府堺市日本製鋼株式会社社長とな
るが，幾許もなく会社解散となり，神経衰弱症と
脚気により10月16日に兵庫県武庫郡住吉村の客
舎にて47歳で没した 56)．
大阪で第五回内国勧業博覧会が開催されるの
は，天野の死から6年後のことであった．

5.　天野皎による教育書・博物書

師範学校でスコットの薫陶を受けた第一期生は
博物や掛図に関連した書物にかかわることになる
のだが，天野も複数の教育書・博物書を手掛けて
いる．本節では天野がかかわった書籍のうち，特



牧野由理・有賀暢迪14

に掛図に関係するものを見ていく．

5.1 『師範学校掛図童子訓』
明治8年4月，大阪の文敬堂より『師範学校掛図

童子訓』巻之一から巻之五が出版される．巻之五
の奥付をみると著述人として「大阪師範学校在勤　
備後 井出猪之助　駿河 天野皎」とあり，天野と
同じく東京師範学校を明治6年7月に卒業した井
出猪之助（1846–1915）の名がある．同書は天野と
井出による掛図の解説書である．
井出は弘化 3年に江戸本郷の丸山藩邸で生ま

れ，大学南校で英学と数学，慶應義塾で英学を修
業する．明治5年，天野と同じく東京師範学校の
上等生となり，スコットについて修業した．明治
6年7月，天野らとともに東京師範学校第一期生
として卒業し 57)，井出は天野と同じく大阪師範学
校本科教師となり，明治8年には境県の二等訓導
となった 58)．以降，奈良師範学校長，府立大阪師
範学校長等を歴任した．
『師範学校掛図童子訓』巻之一の凡例によれば，
同書は学校において掛図で学んだことを家庭で繰
り返し学ぶための自習書である．各巻は掛図に対
応しており，巻之一は「第一単語」「第二単語」，
巻之二は「第三単語」「第四単語」，巻之三は「第
五単語」「第六単語」，巻之四は「第七単語」「第八
単語」，巻之五は「第一連語」から「第八連語」，
「線及度図」「形及体図」について説いている．漢
字にはルビがふられ，挿絵があることで掛図の内

容が理解しやすい．東京師範学校で掛図の編輯を
していたことを考えれば，天野と井出が掛図の解
説書を著すのは当然のことである．

5.2 『博物図教授法』
明治9年には，大阪の龍章堂から出版された山

口松次郎編なる『博物図教授法：文部省．甲（植
物）』59)および『博物図教授法：文部省．乙（動
物）』60)において，天野が校閲をしている．両書は
教育掛図《小学用博物図》と同じ時期に発行され
ているが，《小学用博物図》の解説書ではない．
『博物図教授法：文部省．甲（植物）』は明治6
年に文部省より発行された掛図《第一博物図》か
ら《第四博物図》の解説書である．『博物図教授
法：文部省．乙（動物）』は同じく明治6年に文部
省より発行された教育掛図《動物第一　獣類一
覧》，《動物第二　鳥類一覧》，《動物第三　爬虫魚
類一覧》の解説書である．《動物第四　多節類一
覧》および《動物第五　柔軟類多肢類》は明治10
年発行のため収録されていない．
また国立国会図書館所蔵版の『博物図教授法：
文部省．甲（植物）』の奥付には「明治九年四月
十四日出版御届」とあるが，筆者の一人（牧野）
が神保町で入手した『博物図教授法：文部省．甲
（植物）』の奥付には「明治九年八月十二日出版版
権御願」とあり，奥付の上に1枚の袋状の紙が貼
付されている．この紙は『博物図教授法：文部省．
甲（植物）』の袋だったものと推測されるが，木版

図8　「大阪師範学校御用御書物師」の表示
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で以下のように記されている（図8）．

大阪師範学校御用御書物師
大阪心斎橋通唐物町四丁目
河内屋　浅井吉兵衛

この紙が購入者によって後に貼られたものか，
浅井吉兵衛によって付けられたものか定かではな
いが，浅井吉兵衛は「御用御書物師」として認め
られ，大阪師範学校の多くの出版物を手掛けてい
たと考える．

5.3 《小学用博物図》の解説書『小学博物書』
明治10年2月，同じく龍章堂より天野皎抄訳な
る『小学博物書 首巻』，『小学博物書　動物学第
一』，『小学博物書　動物学第二』，『小学博物書　
動物学第三』が発行される．これこそが《小学用
博物図》第一巻から第四巻の解説書である．
『小学博物書 首巻』巻頭の「例言」には下記の
ようにある．

一　原書ハ亜米利加「井ルソン」氏ノ学校用
懸図ノ中，動植ノ部ヲ抜キ訳セルモノニシテ
原本ノ体裁ヲ少シモ改メス只英語ヲ日本語ニ
訳セルノミ 61)

よって『小学博物書』が米国の「井ルソン」つ
まりマーカス・ウィルソンの学校用掛図のうち，
動植物の部を訳したものであることがわかる．
続けて「例言」には初めに教授法を示している
ことについて「訳者ノ老婆親切」であり，先に発
行された教育掛図「単語又ハ形体線及度図」の教
授法に困り，各自の推測によって「序次モナク道
理」もない教え方をして「本意ニ背」くことがあっ
たためであり，それは「気ノ毒ナル事故」である
としている．そのため「学術智識アル教師」には
蛇足であるが，「無学無智」の者には本書が「虎ノ
巻」となると説いている．
さらに原本について下記のように記している．

一　原本ハ此図ニテ動植ノ等類部類区分族等
ヲ教ヘ其名ヲ知ラシメ第三リードル以下ヲ教
フル下タ組トナシ．又ハ書物リードルニテ教
ヘ図ヲモテ指示スヤウノ組立方故ニ今訳出ス
ル処ハ専ラヰルソン氏ノ第三リードル第四第
五迄ノ意ニ拠リ抄訳セリ…62)

すなわち『小学博物書』の原本はウィルソンに
よる「第三リードル」，「第四第五」である．ウィ
ルソンは米国のHarper & Brothersより，1860年に
The third reader of the school and family seriesおよび
The forth reader of the school and family series を，
1861年にThe fifth reader of the school and family series
を出版している．『小学博物書』と比較すると，例
えば『小学博物書　動物学第一』はThe third reader 
of the school and family seriesのPartⅢ Zoologyと内
容や図がほぼ一致する．しかしながら，天野が述
べているように『小学博物書』は「専ラリードル
ニ拠」ってはいるが「マルチン氏ノ博物書サ
ミュールマウンタル氏ノ博物金庫ト題セルモノ等
ヨリ参酌」しているため他の博物書の内容も含ん
だものとなっている．

5.4 龍章堂・河内屋浅井吉兵衛
『博物図教授法』と『小学博物書』を出版した龍
章堂の名は，《小学用博物図》に貼られた題箋にも
見られる．龍章堂とは，幕末から明治にかけて前
出の浅井吉兵衛なる人物が発行人となっていた大
阪唐物町の版元の堂号である．
初代は河内屋吉兵衛と名乗り，寛政11年11月

に主家河内屋喜兵衛家より独立を許され，別家と
して本屋仲間に加入した 63)．河内屋系書肆は幕末
まで秋田屋系とならぶ大阪出版界の二大グループ
として位置していた 64)．河内屋系書肆の中でも河
内屋吉兵衛は出版書も多く，初代吉兵衛は在坂の
学者や文人となどと親交があり，代々「龍章堂」
を号していた 65)．二代吉兵衛文貫は文政12年に家
督を相続するが天保4年に死去し，三代吉兵衛文
積が継ぐこととなる．
三代吉兵衛文積は明治22年に77歳で亡くなる
まで 66)，混乱期の幕末・明治の河内屋吉兵衛家を
守り抜いた人物である*2．《小学用博物図》や前述

*2 河内屋吉兵衛のご子孫である西坂之男氏によれ
ば，明治30年代に五代目河内屋吉兵衛である浅
井吉太郎氏の代で龍章堂は閉められ本家に戻っ
た．なお四代目文挙は大正元年没，享年84歳で
ある．その後，吉太郎氏の次男・文雄氏が西坂
家を継ぎ西坂書店を興した．それが現在の大阪
市阿倍野区にある株式会社西坂書店である．「浅
井家家内仕法覚書」の所蔵者である浅井彰氏は
文雄氏の弟にあたる．文雄氏のご子息である西
坂友宏氏は西坂書店を継ぎ，『浅井氏家内仕法覚
書』では「龍昇堂主人」を名乗っている．西坂
之男氏は友宏氏の弟にあたる方である．
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した博物書を出版したほか，明治8年6月に出版
された天野皎編なる『下等小学諸科試験法』67)の出
版人でもあった．また今井美紀が指摘するよう
に，幕末期の河内屋吉兵衛では単に出版・販売だ
けでなく，著述を依頼した学者の生活を経済的に
支援し，学者への情報提供や学者間の情報交換の
場としての役割を果たしていた 68)．それは三代目
吉兵衛文積の経営姿勢であり，明治期以降もしば
らくはその社会的・文化的機能を担っていたこと
だろう．そうした中で，「御用御書物師」となり大
阪師範学校とも関わりを持っていたと考える．

6.　《小学用博物図》と大阪師範学校

《小学用博物図》の右上には「大阪師範学校　天
野皎訳」と記されているが，明治初期掛図にな
らって考えれば，大阪師範学校が編輯・発行した
ということを意味する．
官立大阪師範学校は明治6年に設置された．『大
阪師範学校規則』の「大阪師範学校学科表」69)によ
れば地理学，史学，文学，物理学，生理学，博物
学，画学，化学，経済学，教育論，記簿法，授業
法，数学，修身学，体操の学科を定め，掛図に関
連する博物学では用書として『具氏博物学』を指
定している．
明治9年3月改正の『大阪師範学校附属小学校
教則』70)をみると，掛図を使用するのは「問答課」
「口授課」「読書課」「算術課」である．
「問答課」は「諸課中ニ教ヘシ所ノモノヲ以テ譬
ヲ引キ類ヲ推シ生徒ヲシテ勉メテ思考ノ工夫ヲ提
起セシム可シ」とし，「口授課」は「他諸科ノ基礎
トナリ他諸科ノ本資トナリテ真ニ生徒ノ智識発達
ノ良肥土ナレハ其関係最モ大ナリ」と重視してい
たことがわかる．
掛図の使用について，『大阪師範学校附属小学
校教則』の下等小学科課程第1年第1期第8級の課
程をみていく．以下，下線が引かれた部分は掛図
名である．
「読書課」では「五十音図」「伊呂波図」及び「濁
音図」によって仮名の音および呼吸法を教え「単
語図」第一より第八までと「連語図」第一より第
十までを教えるとある．
「問答課」では「単語図」あるいは実物について
「性質および用法等」を問答し，兼ねて「色図」中
の七色と「形体線度図」中の一部分に及ぶとして
いる．

「算術課」では「数字図」「算用数字図」および
「羅馬数字図」をもって数字の読み方と書法を教
えるとしている．
「口授課」は「他科」の「予習」に供され，「他
諸科ノ本資」となって「生徒ノ智識発達ノ良肥土」
になるのでその関係も最も大きい課であるとし，
第8級では「物品談」と「修身談」の2つに分かれ
ている．「物品談」では「単語図」あるいは実物に
ついてその性質用法等の概略および「色図」中の
七色「形体線度図」中の一部分等を授けるとして
いる．
なお「博物」については下等小学科課程の第3
年第1期第4級の「口授」に「博物談」として記さ
れ「口授」が含まれている．「博物談」は「小学読
本（博物ノ部）ニ拠リテ動物植物等の大意ヲ説示
ス」とあるように掛図ではなく「小学読本（博物
ノ部）」を用いていた．
大阪師範学校の小学教則の「口授」について，
橋本美保は文部省の小学教則や東京師範学校の小
学教則と比して「口授」が重視されていることを
指摘している 71)．橋本によれば，「口授」科は「書
籍によって概念を与える前に実物にふれさせる，
はなしてきかせる，卑近な例を出す，など小学校
生徒の認識的特性に対する教材配列の工夫が具体
化した形の一つ」であり，「直観から概念へ」とい
う原則に基づく「ペスタロッチ主義教育の影響を
受けていることが看取される」と指摘している．
下線部にあるように，大阪師範学校では「読書
課」「問答課」「算術課」「口授課」で掛図が使用さ
れていたが，「口授課」が重視されていたことを考
えれば，「博物談」において「小学読本（博物ノ
部）」のみでは不十分だと考えていたのだろう．時
期的にも明治9年6月に《小学用博物図》が出版さ
れることと符合しており，実物と掛図を使った庶
物指教の教育を推進していくために《小学用博物
図》の製作が必然であったと考える．

7.　響泉堂の鐫刻について

3.3節で述べられた通り，《小学用博物図》は
《School and Family Charts》を原図とし，上部の書
誌部分や表題は木版で墨摺りであるが，本編にあ
たる部分は銅版で墨摺したのち木版で色摺をした
と推測できる．上部の書誌部分や表題のデザイン
は《単語図》などの文部省掛図と酷似しており，
細かな文字等が必要ではなかったためそれらを見
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本として木版としたのだろう．本編にあたる部分
は原図と同じように精細な銅版鐫刻がなされてい
る．また《小学用博物図》は《単語図》や《博物
図》などと同じように，分割して印刷したものを
5～6枚貼り合わせているが，これは明治初期大判
掛図の一般的な製作方法である．のちに印刷技術
が発展すると，掛図は石版によって印刷されるよ
うになり，全紙を使用した機械が導入され大判の
掛図であっても分割されなくなる．
《小学用博物図》の第4巻にのみ，左下の枠外に

「大坂　響泉堂刻」と刻記されているが，ほかの鐫
刻者は不明である．本節では響泉堂の鐫刻につい
て述べる．

7.1 響泉堂・森琴石
《小学用博物図　第四動物学》の左下部の刻記
「響泉堂」とは大阪で活躍した南画家（文人画
家）・森琴石の堂号である．森琴石については，近
年，曾孫にあたる森隆太・満代夫妻，熊田司らに
よって多数の研究成果が挙げられ 72)，南画家（文
人画家）・銅版画師という二つの側面から解明が
なされてきた．
それらによると，琴石は天保14年，摂津国有馬
に生まれ，弘化3年，大坂で旅館を営んでいた森
猪平の養子となる．嘉永3年，南画家・鼎金城に
入門し画を学び，文久2年に金城が没すると忍頂
寺静村に入門する．明治6年，東京に遊学し高橋
由一に油絵の手ほどきを受けている．熊田は，琴
石が上京した際に「由一と親交のあった二代玄々
堂松田緑山」や「慶岸堂梅原翠山の工房と何らか
の接触があったのではないか」73)と指摘するが，
琴石がどこで銅版技術を学んだのか定かではな
い．
熊田によれば，「響泉堂」の刻記について，琴石
自身の鐫刻を指す場合と，琴石自身が中心となっ
た銅版工房の仕事を指す場合があり，その弁別は
困難であるとしているが，明治9–10年の手紙の宛
名等から響泉堂は「印刷所」ではなく「銅版製造
所」を名乗っていたことを指摘しており，「ほぼ銅
版鐫刻・製版専門の工房として活動したように思
われる」と推測している 74)．それを考慮すると，
《小学用博物図　第四動物学》は明治9年に出版さ
れているので響泉堂で銅版鐫刻を行い，別の工房
などで印刷していたのだろう．
響泉堂の銅版画をまとめた「響泉堂所鐫銅版書
目」75)によれば，「響泉堂」による作は明治8年か

ら明治21年頃までである．明治8年に銅版刷彩地
図『地球新図（地球全図）』76)，『噴射地球訳図』77)，
明治9年には銅版刷彩地図『大阪区分細身図〈改
正〉』78)などを手掛け，琴石は初期である明治8–9
年にかけては主に地図を扱っていた．明治9年に
発行された森琴石輯『大日本地図〈掌中〉』79)の出
版人は浅井吉兵衛であり，「明治九年五月二十四
日」に出版御届となっていることから掛図《小学
用博物図》と同時期である．
琴石は明治10年も地図の銅版画の制作が続く
が，本稿で対象としている「博物図」の制作はこ
の時期には見られない．「響泉堂所鐫銅版書目」80)

において，琴石がはじめて博物図を手掛けたとさ
れているのは明治11年に発行された島次三郎遺
解，井出猪之助校正による『文部省新刊小学懸図 
博物図教授法巻之三　爬蟲魚類之部　多節類之
部』81)の口絵銅版である．琴石の口絵銅版は表裏
で2枚あり，口絵の表は「動物第三　爬蟲魚類之
部」，裏は「動物第四　多節類一覧」であり，明治
10年に文部省より発行された教育掛図《動物第四　
多節類一覧》および《動物第五　柔軟類多肢類》
の縮図なのである．
先述したように，天野は明治10年1月に大阪師
範学校を去っていたが，井出は天野の同僚として
《小学用博物図》の存在を当然ながら知っていた
し，《小学用博物図》の一部が琴石の手になるもの
と知っていたのではないだろうか．
なお，管見の限り，島次三郎遺解，井出猪之助
校正『文部省新刊小学懸図 博物図教授法巻之三　
爬蟲魚類之部　多節類之部』の口絵銅版の縮図以
外に響泉堂・森琴石による掛図は見られず，響泉
堂・森琴石が手掛けた掛図として《小学用博物
図》は重要な位置を占める．

7.2 天野皎と森琴石・響泉堂の関係
明治9年前後の天野皎と森琴石とのかかわりを
示すものは発見されず，おそらく大阪龍章堂・浅
井吉兵衛の依頼により森琴石が《小学用博物図》
の銅版を手掛けたと推測する．
しかし，後年，天野皎と森琴石は接点を持つこ
とになる．森琴石と博物場のかかわりは天野が大
阪府御用掛になる以前の明治12年であり，大阪博
物場で藤本鉄石の十七回忌追悼茶莚で席上揮毫し
たことからはじまる 82)．
前述したように，天野は明治18年4月に府立大
阪博物場長及び教育博物館長を命ぜられる．天野
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れたのである．
スコットの薫陶を受けた師範学校卒業生は，さ
ながら掛図の伝道師のように全国各地に普及させ
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